
「範囲指定マクロ実行」と「範囲指定マクロ実行ユーザーフォーム」の使い方 
              （こちらの方が使い勝手はよいかもしれません） 
 
「範囲指定マクロ実行」の使い方 
「範囲指定マクロ実行」ファイルを開きます。そして、作業をしたいエクセルファイルを開きます。 

どちらを先に開いても関係ありません。（通常の拡張子が.xlsx のファイルでＯＫです。） 

 作業したいファイルで、例えば、全角カタカナを半角にしたい、とか、常体を敬体に直したい、とかの

場所（範囲）を指定します。そして、そのファイルの「表示」タブを選択します。 

 

 一番右側に「マクロ」があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 「マクロ」をクリックして、「マクロの表示」を選択します。そして、表示されたメニューの中から実

行したいマクロを選び、「実行」ボタンを押します。これだけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 現在、実行できるマクロは、 

 Ａ 数字やカタカナ、アルファベット、記号を半角にする。（句読点は全角のまま） 

 Ｂ 数字やカタカナ、アルファベット、記号を全角にする。 

 Ｃ 全角のカタカナのみを半角にする。 

 Ｄ 半角のカタカナのみを全角にする。 

 Ｅ ひらがなをカタカナにする。 

 Ｆ カタカナをひらがなにする。 

 Ｇ 敬体（敬語）を常体にする。（通信表所見を指導要録所見に利用するときなど） 

 Ｈ 常体を敬体（敬語）にする。（調査書所見を通信表所見に利用するときなど） 

 Ｉ 表の空白に斜線を引く。（左上から右下） 

 Ｊ 表の空白の斜線を消す。 

 Ｋ 奇数行を塗りつぶす。（水色） 

 Ｌ 偶数行を塗りつぶす。（水色） 

 Ｍ 空白行を１行おきに挿入する。 

 Ｎ 下の行から１行おきに行を削除する。 

 Ｏ 右隣にフリガナを表示する。 

の 15 種類です。今後、「これはよく使う」というものがあれば、増やしていきたいと思います。 

 

 例を紹介します。作業したいファイルには、住所録のような表があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氏名を選択します。「表示」➡「マクロ」➡「マクロの表示」で「右隣りにフリガナを表示する」を実

行します。フリガナが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 フリガナを選択します。「カタカナをひらがなにする」を実行します。ひらがなになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住所等、アパート等を選択します。「数字カタカナ記号等を半角にする」を実行します。数字、カタカ

ナ、アルファベット、記号が半角になりました。句読点は全角のままです。 

 

 

 同じ選択の画面で「空白セルに斜線を引く」を 

を実行します。表の空白に斜線が引かれました。 

 

                             

 

 

 

 

 

「範囲指定マクロ実行ユーザーフォーム」の使い方 
「範囲指定マクロ実行」と使い方は同じです。 

「範囲指定マクロ実行ユーザーフォーム」を開きます。そして、作業をしたいエクセルファイルを開き

ます。どちらを先に開いても関係ありません。（通常の拡張子が.xlsx のファイルでＯＫです。） 

 作業したいファイルで、作業したい場所（範囲）を指定します。そして、そのファイルの「表示」タブ

を選択します。一番右側の「マクロ」をクリックし、表示されたメニューから「マクロの表示」を選択し

ます。その中に「メニューの表示」がありますので、それを選択して（1 つしかないので最初から選択さ

れていますが）、「実行」ボタンを押してください。メニュー（ユーザーフォーム）が表示されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○得  

「Ctrl」キー＋「ｍ」キーで 

 右のメニューは出てきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 メニューが表示されたら、目的の作業のボタンを押してください。 

このメニューは「メニューを閉じる」ボタンを押すまで表示されているので、連続で作業を行うことが

できます。その意味では、こちらのファイルの方が多少は使い勝手がよいかもしれません。 


